
                          ２６第３号議案 

     

愛知県立高等学校学則及び愛知県立高等学校通信制の課程に関す 

る規則の一部改正について 

このことについて、愛知県立高等学校学則及び愛知県立高等学校通信制の課

程に関する規則の一部を改正したいので、別紙案を添えて請議します。 

平成２６年３月２５日提出 

 

                      教育長 野 村 道 朗 

 

説 明 

この案を提出するのは、愛知県立学校条例の一部改正に基づき、所要の改正

を行う必要があるからである。 



愛知県立高等学校学則及び愛知県立高等学校通信制の課程に関する 

規則の一部改正の概要 
 
１ 改正の概要 

  愛知県立高等学校への入学の許可を受けた者から徴収する授業料に係る

規定及び愛知県立高等学校への併修の許可を受けた者から徴収する受講料

に係る規定を整備する。 
  愛知県立高等学校通信制課程への入学の許可を受けた者から徴収する授

業料に係る規定及び愛知県立高等学校通信制課程への併修の許可を受けた

者から徴収する受講料に係る規定を整備する。 
 
２ 改正理由 

公立高等学校に係る授業料の不徴収及び高等学校等就学支援金の支給に関

する法律の一部改正（平成２５年１２月４日公布、平成２６年４月１日施行）

に伴い、愛知県立学校条例において高等学校への入学の許可を受けた者（専攻

科の生徒を除く。）から授業料（受講料を含む。）を徴収することとする改正を

行うため、所要の改正が必要となった。 
 
３ 改正内容 

  愛知県立高等学校学則の一部改正 

○ 授業料を徴収する者を「専攻科の生徒」から「生徒」に改める。 
○ 愛知県立高等学校への併修の許可を受けた者から徴収する受講料に

係る規定を設ける。 
  愛知県立高等学校通信制の課程に関する規則の一部改正 

○ 愛知県立高等学校通信制課程への入学の許可を受けた者から徴収す

る授業料に係る規定及び愛知県立高等学校通信制課程への併修の許可

を受けた者から徴収する受講料に係る規定を設ける。 
○ 愛知県立高等学校通信制課程の聴講生に係る規定を設ける。 

 
４ 施行期日 

平成２６年４月１日 
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。 

 
 

第
十
五
条
を
第
十
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
聴
講
生
） 

第
十
七
条 

実
施
校
に
聴
講
生
と
し
て
入
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
聴
講
願
（
様
式
第
四
）
を
当
該
実
施

校
の
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
聴
講
願
の
提
出
を
受
け
た
校
長
は
、
教
科
・
科
目
の
指
導
に
支
障
を
来
さ
な
い

範
囲
内
に
お
い
て
、
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
愛
知
県
立
学
校
条
例
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
入
学
料
及
び
聴
講
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

実
施
校
の
校
長
は
、
聴
講
生
と
し
て
実
施
校
の
特
定
の
科
目
を
履
修
し
た
と
認
め
た
者
に
聴
講
証
書

（
様
式
第
五
）
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。 



５ 

聴
講
生
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
生
徒
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。 

 
 

第
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
授
業
料
） 

第
十
五
条 
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
で
生
徒
で
あ
る
も
の
は
、
愛
知
県
立
学
校
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
授
業
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

様
式
第
一
中
「

  

様式第１   

」
を

「
       

様式第１（第 11 条関係）         

」
に
改
め
る
。 

様
式
第
二
中
「

  

様式第２   

」
を

「
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 様式第４（第17条関係） 

聴 講 願              

年  月  日 

  愛知県立     高等学校長 殿 

氏  名        印 

生年月日          

私は、貴校通信制の課程において下記の教科・科目を聴講したいのでお願いしま

す。 

記 

 

 備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 

 様式第５（第17条関係） 
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愛 知 県 立 高 等 学 校 学 則 及 び 愛 知 県 立 高 等 学 校 通 信 制 の 課 程 に 関 す る 規 則 の 制 定 に よ る 関 係 規 則 の 一 部 改 正 新 旧 対 照 表 
        愛 知 県 立 高 等 学 校 学 則 の 一 部 改 正 新 旧 対 照 表 
          新 
 （ 入 学 手 続 ） 

第 六 条 高 等 学 校 に 生 徒 と し て 入 学 し よ う と す る 者 は 、 入 学 願 書 を 校

長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

２ 略 

３ 入 学 の 許 可 を 受 け た 者 で 生 徒 で あ る も の は 、 愛 知 県 立 学 校 条 例

（ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 定 め る と こ ろ に よ り 、 入

学 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 
 （ 授 業 料 ） 

第 七 条 入 学 の 許 可 を 受 け た 者 で 生 徒 で あ る も の は 、 愛 知 県 立 学 校 条

例 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 授 業 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 
 

（ 併 修 ） 

第 八 条 １ 〜 ３ 略 

４ 前 項 の 規 定 に よ り 併 修 を 許 可 さ れ た 生 徒 は 、 愛 知 県 立 学 校 条 例 の

定 め る と こ ろ に よ り 、 受 講 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 

          旧 

（ 入 学 手 続 ） 

第 六 条 高 等 学 校 に 入 学 し よ う と す る 者 は 、 入 学 願 書 を 校 長 に 提 出 し

な け れ ば な ら な い 。 

２ 略 

３ 入 学 の 許 可 を 受 け た 者 は 、 愛 知 県 立 学 校 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知

県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 定 め る と こ ろ に よ り 、 入 学 料 を 納 付 し な け れ

ば な ら な い 。 

（ 授 業 料 ） 

第 七 条 入 学 の 許 可 を 受 け た 者 で 専 攻 科 の 生 徒 で あ る も の は 、 愛 知 県

立 学 校 条 例 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 授 業 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な

い 。 

（ 併 修 ） 

第 八 条 １ 〜 ３ 略 
 

 

愛 知 県 立 高 等 学 校 通 信 制 の 課 程 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 新 旧 対 照 表 
          新 

（ 入 学 ） 

第 九 条 実 施 校 に 生 徒 と し て 入 学 し よ う と す る 者 は 、 入 学 願 書 の 提 出

そ の 他 実 施 校 の 校 長 の 定 め る 手 続 を と ら な け れ ば な ら な い 。 

（ 入 学 料 ） 

第 十 四 条 入 学 を 許 可 さ れ た 者 で 生 徒 で あ る も の は 、 愛 知 県 立 学 校 条

          旧 
（ 入 学 ） 

第 九 条 実 施 校 に 入 学 し よ う と す る 者 は 、 入 学 願 書 の 提 出 そ の 他 実 施

校 の 校 長 の 定 め る 手 続 き を と ら な け れ ば な ら な い 。 

（ 入 学 料 ） 

第 十 四 条 入 学 を 許 可 さ れ た 者 は 、 愛 知 県 立 学 校 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年



例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 定 め る と こ ろ に よ り 、

入 学 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 
（ 授 業 料 ） 

第 十 五 条 入 学 を 許 可 さ れ た 者 で 生 徒 で あ る も の は 、 愛 知 県 立 学 校 条

例 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 授 業 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 

（ 定 時 制 課 程 と の 併 修 ） 

第 十 六 条 １ 及 び ２ 略 

３ 前 項 の 規 定 に よ り 併 修 を 許 可 さ れ た 生 徒 は 、 愛 知 県 立 学 校 条 例 の

定 め る と こ ろ に よ り 、 受 講 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 
 （ 聴 講 生 ） 

第 十 七 条 実 施 校 に 聴 講 生 と し て 入 学 し よ う と す る 者 は 、 聴 講 願

（ 様 式 第 四 ） を 当 該 実 施 校 の 校 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ る 聴 講 願 の 提 出 を 受 け た 校 長 は 、 教 科 ・ 科 目 の

指 導 に 支 障 を 来 さ な い 範 囲 内 に お い て 、 聴 講 生 と し て 入 学 を 許 可

す る こ と が で き る 。 

３ 前 項 の 規 定 に よ り 聴 講 生 と し て 入 学 を 許 可 さ れ た 者 は 、 愛 知 県

立 学 校 条 例 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 入 学 料 及 び 聴 講 料 を 納 付 し な

け れ ば な ら な い 。 

４ 実 施 校 の 校 長 は 、 聴 講 生 と し て 実 施 校 の 特 定 の 科 目 を 履 修 し た

と 認 め た 者 に 聴 講 証 書 （ 様 式 第 五 ） を 与 え る も の と す る 。 

５ 聴 講 生 に つ い て は 、 こ の 条 に 定 め る も の の ほ か 、 生 徒 に 関 す る

規 定 を 準 用 す る 。 
愛 知 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 定 め る と こ ろ に よ り 、 入 学 料 を 納 付 し な

け れ ば な ら な い 。 

 

 

 

（ 定 時 制 課 程 と の 併 修 ） 

第 十 五 条 １ 及 び ２ 略 

 



新 

様式第１（第11条関係） 

様式第２（第11条関係） 

様式第３（第16条関係） 

様式第４（第17条関係） 

聴 講 願              

年  月  日 

  愛知県立     高等学校長 殿 

氏  名        印 

生年月日          

私は、貴校通信制の課程において下記の教科・科目を聴講したいのでお願いしま

す。 

記 

 

 備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 
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様式第１ 

様式第２ 

様式第３
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様式第５（第17条関係） 

 
 

第 
 
 
 
 

号 

割
印 

 

右
は
本
校
通
信
制
の
課
程
に
お
け
る
科
目
（ 
 
 

）
を
履
修
し
た
こ

と
を
証
す
る 

  
 

年 
 

月 
 

日 

 

聴 
 
 

講 
 
 

証 
 
 

書 

校 
 
 

印 愛
知
県
立 
 

高
等
学
校
長 

氏 
 
 
 
 
 

名
印 

氏 
 
 
 
 

名 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

年 
 

月 

日
生 

 

 



旧 


